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論 文 審 査 委 員 教授 阿部 康二 教授 大塚 頒子 准教授 浅沼 幹人
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
FrontalaSSeSSmentbattery(FAB)は前頭葉機能障害の評価法 として有用 と報告
されているO しか し､アルツハイマー病 (AD)における FABの成績 と関係する神経
基盤は十分明らかにされていない0本研究では､AD患者におけるFABで評価 された
前頭葉機能障害の病態を明らかにするために､FAB 得点 と局所脳血流の関係 を検討
した｡対象は､岡山大学病院精神科 ものわすれ外来を受診 した連続 470名の中で､
ClinicalDementiaRating(CDR)が 0.5もしくは 1で､かつ ADの診断基準を満た
す者の うち､FAB得点が 10点以下の 24名 (FAB低得点群)､FAB得点が 12点以上で
ある者 の うち､FAB 低得点群 と年齢､性別 ､教育歴､Addenbrooke'sCognitive
Examination (ACE)の結果を一致させた 24名 (FAB高得点群)である｡これ らに､
脳血流 SPECT (99mTc-ECD)を施行 し､そのデータを脳画像解析 ソフ トウェアプロ




ている可能性が示唆 された｡FAB は左中前頭回と右上前頭回の機能低下を伴 う AD
患者の検出に有用な可能性がある｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､前頭葉機能障害の評価法として有用とされているFrontal
AssessmentBattery(FAB)とアルツハイマー病 (AD)との関連について､FAB
スコアを軽度低下と中等度低下の2群に分け脳血流spECTT画像との関連で検討
したものである｡岡山大学病院精神科もの忘れ外来を受診したAD患者48名につ
いて､FAB得点10点以下の24名 (低得点群)とFAB得点12点以上 (中得点群)24
名について9Tc-ECD脳血流spECTを施行して検討した｡その結果､FAB低得点群と
中得点群の2群間で簡易認知機能検査MMSEの得点に有意差は認めなかったが､
局所脳血流については低得点群では中得点群に比べて左中前頭回と右上前頭回
の血流が有意に少なく､FAB低得点は同部位の機能低下に関係していることが判
明した.⊃本研究によりFAB検査は左中前頭回と右上前頭回の機能低下を伴うAD
患者の検出に有用な可能性があることが示唆された｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
